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研究成果の概要（和文）：　鎖国の江戸、明治維新、第二次世界大戦敗戦と日本の近代化は特殊である。この社会に生
きた人々を支えた医療者は政治制度と社会の転換の中で混乱を伴いながらも、医療技術の継承と発展を担ってきた。そ
れを可能としたものは出自や教育制度にかかわらず、教養を尊ぶ思想であった。東アジアの辺縁にある国民に儒学的も
のがあったことは医療史のうえでは大きい。キリスト教文化圏の欧米の人が日本で蒐集した資料の中に医学的なものは
必ずしも多くはないが、文化の異質性と、その技術に注目して集められたものとして価値がある。日本の技術の連続性
の延長上に発展した医療技術の光と影の部分が国内と国外にある資料の比較により一部明らかにできた。

研究成果の概要（英文）：The national isolation of Edo, the Meiji Restoration, the defeat in World War II, 
and the modernization of Japan are distinctive events. The medical personnel, who supported the people liv
ing during these social eras, shouldered responsibility for the continuation and development of medical te
chnology despite the accompanying confusion in the changing society and political systems. Progress was po
ssible because of a philosophy that respected culture regardless of ancestry or education system. Furtherm
ore, the presence of Confucianism among Japanese citizens was a significant feature in medical history. Fo
r Westerners belonging to a Christian culture, the medical material collected in Japan may not be much; ho
wever, it is valuable in terms of cultural heterogeneity and technology. A comparison of data in Japan and
 abroad partly clarifies the advantages and disadvantages of medical technology developed as a part of the
 extended continuation of Japanese technology.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)日本の近現代史は明治維新と第二次世界

大戦敗戦という二つの政治的な転換を経験

している。それに伴う社会の価値観や倫理観

の変化も革命的といえる変化を経験した。そ

の社会に生きる国民の生命を預かってきた

医学についての史的な研究は日本医史学会

が続けてきた。しかしその研究の課題は多く

が東洋医学の日本での発展と西洋医学の受

容史に重きが置かれてきた。日本の医学思潮

が明治維新において漢方・蘭学からドイツ医

学へ変わり、第二次大戦後にはアメリカ医学

へ大きく変わったことについて、その変換期

についての医学界の混乱を伴った変化につ

いての研究は多いが、それをになった医療者

やその対象となった国民の医療に対する感

覚は必ずしも大きな変化として意識されて

いないのではないかと考えたのが本研究の

背景である。 

（2）課題名に医学史の代わりに医療史を 

用い、医療技術の連続性という言葉を使った

理由は，学問としてある医学ではなく、その

受け手である国民の感覚に切り込んだ研究

を志向したためである。政治や行政の仕組み

の革命的な変化にはその資料の散逸や意識

的な処分を伴うことが当然あった。したがっ

て、国内にて発掘できる一次資料は政治的に

統制された行政資料以外には乏しい現況が

あった。むしろ日本を研究の対象とした世界

の研究者等が日本から持ち出して保存して

いるものに学術的には興味深いものが多い

のではないかと考えた。世界の最長寿国とな

った日本の医療史は日本の学界や社会が評

価しているよりも世界での評価の方が高い。

このことが成し遂げられ 

た理由は日本の医療技術の連続性とそれを

担った医療者にあるのではないかと考え、そ

れを国外にある資料を含めて検証したいと

考えた。 

 

２．研究の目的 

(1)いわゆる鎖国下の日本において、漢方医学

の系譜から蘭学・蘭方医が出現し、明治維新

後にはドイツ医学を全面的にとりいれた。日

本の医学界は第二次世界大戦後にはアメリ

カ医学を積極的に学んだ。近代化において政

治的には世界の先進国から遅れた日本が近

代自然科学の偉大な成果である近代医学を

国民のものにするためにはたした医療者と

社会の仕組みの変化と連続性を明らかにす

ることを目的とした。 

（2）地理的に日本は東アジアの辺縁であり、

ヨーロッパからは極東である。近代以降、世

界史上その存在が大きくなったアメリカ合

衆国とは太平洋を隔ててある。日本文化の特

殊性は、江戸期にいわゆる鎖国下でオランダ、

朝鮮王朝、清国との交流を除いてなかったこ

とによりかたちつくられたものであるが、ヨ

ーロッパの日本に対する関心は常に高かっ

た。ジャポニズムとして日本文化がもてはや

された時代に、日本の社会の医療はどのよう

なかたちで捉えられていたのかを明らかに

することを目的とした。 

(3)明治維新後急速な近代化を急いだ日 

本は、日中１５年戦争から第二次世界大戦参

戦、太平洋戦争の敗戦という歴史を歩んだ。

その時代にドイツ医学を学んで発展した日

本の医学は、世界的には欧米との連携が不十

分な形ですすみ、敗戦後にはアメリカ医学追

従のかたちをとった。医学におい 

て大きな位置を占める軍事医学の日本にお 

る資料は体系的には敗戦により失われてい 

る。むしろ、日本を占領した連合国軍（ＧＨ

Ｑ）が蒐集して残した資料によりわかること

が多い。その資料から現在の日本の医療問題

を解く手がかりを得ることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

(1)出版されている研究書および文献を主体

に研究を進めたが、国内の次の機関で直接資



料を調査した。 

国立国会図書館憲政資料室、東京都立中央図

書館、国際日本文化研究センター、東京大学

図書館、東洋文庫、吉田富三記念館 

（2）日米および日欧の交流史を、国外に保

存される日本の古医史料から調査するため

に次の機関を調査した。 

イェール大学ハーベイ・クッシング医学図書

館、プリンストン大学東アジア図書館、ペン

シルバニア大学医学系図書館、ジョンスホプ

キンス大学医学史図書館、ライデン大学図書

館、ヴェルツブルグ・シーボルト記念館、シ

ャリテ大学医学史博物館、ベルリン森鴎外記

念館 

（3）第二次世界大戦期の戦前・戦中・戦後

に日本情報を蒐集したワシントンドキュメ

ントセンターおよびＧＨＱが検閲した医学

関係資料を調査するために次の機関を３回

にわたり調査した。 

アメリカ合衆国議会図書館、メリーランド大

学ホーンバック図書館ゴードン・プランゲ文

庫 

（4）それぞれの調査において得られた資 

料を研究課題（時代の転換と技術の連続） 

でまとめるために整理した。 

 

４．研究成果 

(1)江戸期の蘭学者の多くは、その医学的教

養を最初は漢方医として学んでいたことが

多い。薬師として本草学の知識を持ち、哲学

としては儒学的素養を身につけていた。 

(2)実学としての西洋医学に瞠目した医家が

長崎経由で届いた蘭学に強く魅力を感じた

のは自然である。 

(3)オランダ商館医官として来日したドイツ

人医師シーボルトのもたらした医学的知識

を日本人医家が貪欲に吸収した素地はすで

にあった。 

(4)シーボルトが医官として日本での診療・

教育に果たした事績は大きいが、博物学者と

して日本の民族学的資料の蒐集を行い、ヨー

ロッパでの日本学の発展に果たした功績が

むしろおおきい。ヨーロッパの各地に残るシ

ーボルト蒐集資料の価値は高い。 

(5)明治維新後、日本の医制としてドイツ医

学を範としたことにより、西洋医学の最先端

の知識と技術を導入したが、そのことは江戸

時代から存在した医学教育の多様性を失わ

せた。 

(6)明治期に多様な出自と教育歴を持ってい

た医師たちから、漢方医が排斥され大日本医

会と明治医会の対立などを経ながら大日本

医師会に集約され、健康保険制度の始まりを

迎えた背景の政治史的評価は今後の課題で

ある。 

(7)ドイツ医学を先達とした日本が第一 

次世界大戦ではドイツの敵対国となり学術

的な交流も減り、日本独自の医学研究に自信

を持つようになったが、世界的なリセッショ

ン、関東大震災、その後の１５年戦争、太平

洋戦争・第二次世界大戦期に、インフ 

ラとしての日本の医療は軍事医学を除いて 

極度に疲弊した。             

(8)戦時中に獲得された健康政策の一部を含

める医学的な学智と人材が戦後に日本の復

興に寄与したことは多い。 

(9)戦前・戦中・戦後の日本の資料を蒐集し

たワシントン・ドキュメント・センターの膨

大な資料が保存されているアメリカ合衆国

議会図書館の資料は明治期に朝河貫一が将

来した日本古典籍とともに、日本の医療史研

究にとり貴重な資料である。 

(10)戦後占領期にすべてのメディアの検閲

を行ったＧＨＱ／ＳＣＡＰが収集した日本

の出版物はメリーランド大学ホーンバック

図書館ゴードン・プランゲ文庫として整理さ

れ研究者に提供されている。占領下から日本

社会が世界の政治経済の舞台に再登場する

過程までの社会学的研究としてプランゲ文

庫研究の価値は大きいと考える。 



(11)公衆衛生局を率いたサムス准将の日本

の社会医学領域における功績は大きく評価

されている。医学教育制度を大学に一元化し

たことや、看護教育の近代化など評価される

べきことが多い。GHQ／SCAP の資料は国立国

会図書館憲政資料室にて副本のマイクロフ

ィッシュコピーを得ることができる。占領下

の政策の評価は時代により変わる可能性が

あるが歴史的資料としての利用価値は高い。 

(12)国内・国外の資料を調査して気づいたこ

とは日本の医療者は伝統的には技術者とし

てよりも教養者としての相貌を見せている

ことである。時代の先端技術者としてよりも

教養人としての果たしてきた医療者の歴史

のほうが時代を超えて残っている。 
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